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図 1: 電気双極子

±q を持つ電荷が微小な距離 dを隔ててQ1(0, d/2, 0), Q2(0,−d/2, 0)に置かれていると
する。
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2 電界
E = −∇V より、
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3 電気力線
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図 2: 電気力線上の点

図 2 において、同じ電気力線上の点 P では、

cos θ1 − cos θ2 = const.

を満たす。
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